
十日町
商工会議所会報 12018  No.502

会員数：1,276事業所

十日町市の産業振興施策に対する要望書を提出

〒948-0088　新潟県十日町市駅通り17番地
 TEL（025）757-5111　FAX（025）752-6044
 E-mail  info@tokamachi-cci.or.jp　URL  http://www.tokamachi-cci.or.jp

十日町商工会議所

　１２月１２日㈫に丸山会頭と３名の副会頭が十日町市役
所を訪問し、来年度の産業振興施策に対する要望書を
関口市長に提出しました。
（要望書の内容については、４ページをご覧ください）

P2・3
P4
P5

P6

P8

本号の主な内容
●丸山会頭・三村日商会頭による年頭のごあいさつ
●十日町市の産業振興施策に対する要望（内容）
●健康ワンポイントアドバイス
　　「働く人の生活改善『血清脂質管理について』」
　　　津南町立津南病院　院長　阪本琢也 先生
●会員ひろば
　　土竜ＭＯＧＵＲＡ（西寺町）を訪問しました。
●青年部コーナー
　　臨時会員総会を開催し、次年度役員案が承認されました。
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新 潟 県 火 災 共済協同組合
関東自動車共済（協）新潟県支部

マル経資金
を利用しませんか
無担保・無保証人で

2,000万円まで融資
運転資金� ７年
設備資金� 10年�

年 利 率� 1.11％�

※年利率は12月20日現在

1月の相談日
◦新潟県信用保証協会
　日　時：１月９日㈫
　　午前10時30分〜12時

相談をご希望の方は、事前に
当所 （☎757-5111）までご連絡
ください。

※会場は十日町商工会議所です。

つつじ原の恵まれた地形に造られた
手応え充分な27ホール

十日町カントリークラブ  
予約専用TEL 025-752-3518
E-mail info@tokamachi-country.club
http://tokamachi-country.club/

新潟県十日町市伊達反り掛甲2652-1

会員募集のご案内
ご入会ご希望の方 詳細についてお知りになりたい方は
下記までご連絡下さいませ

　

新
春
に
あ
た
り
謹
ん
で
ご
あ
い
さ

つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
、
商
工
業
者
の
皆

さ
ま
に
は
商
工
会
議
所
運
営
に
対
し

ま
し
て
格
別
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を

賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

日
本
経
済
は
堅
調
な
米
国
経
済
に

支
え
ら
れ
、
輸
出
が
持
ち
直
す
中
、

生
産
活
動
は
緩
や
か
に
回
復
し
て
お

り
ま
す
。
さ
ら
に
株
価
の
上
昇
が
、

消
費
マ
イ
ン
ド
の
改
善
を
下
支
え
し
、

個
人
消
費
も
堅
調
に
上
向
く
と
予
測

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
当
地
域
に
お
い
て

は
、
昭
和
63
年
に
当
時
の
当
所
関
口

芳
春
会
頭
が
先
頭
に
立
ち
、
要
望
活

動
を
始
め
た
上
越
魚
沼
地
域
振
興
快

速
道
路
の「
八
箇
峠
道
路
」が
、昨
年

11
月
に
開
通
し
ま
し
た
。
こ
の
新
ト

ン
ネ
ル
を
含
む「
八
箇
峠
道
路
」の
開

通
に
よ
り
、
災
害
や
救
急
搬
送
だ
け

で
な
く
経
済
発
展
と
地
域
振
興
に
向

け
明
る
い
展
望
が
開
け
つ
つ
あ
る
こ

と
は
ご
同
慶
の
至
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

さ
て
、
当
会
議
所
が
昨
年
実
施
し

た
「
企
業
経
営
課
題
状
況
調
査
」
で

は
、
多
く
の
事
業
所
か
ら
「
客
数
の

減
少
」「
採
算
性
の
低
下
」「
人
材
採

用
、
人
材
確
保
が
困
難
」
等
と
の
回

答
が
寄
せ
ら
れ
、
当
地
域
の
多
く
の

事
業
者
は
、
未
だ
景
気
回
復
の
実
感

に
乏
し
く
、
厳
し
い
経
営
環
境
下
に

お
か
れ
て
お
り
ま
す
。

　

本
年
も
、
当
所
は
商
工
業
者
の
経

営
環
境
の
改
善
や
産
業
の
安
定
的
発

展
を
図
る
た
め
、
中
心
市
街
地
活
性

化
事
業
、
販
路
開
拓
事
業
、
人
材
確

保
・
育
成
事
業
等
に
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

特
に
、
商
工
会
議
所
活
動
の
大
き

な
柱
で
あ
る
要
望
活
動
に
お
い
て
は
、

商
工
業
者
の
経
営
環
境
の
改
善
や
産

業
の
安
定
的
発
展
を
図
る
た
め
、

国
・
県
・
市
や
関
係
機
関
に
対
し
て

様
々
な
分
野
で
要
望
活
動
を
推
進
し

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
は
11
月
に
「
越
後
妻

有
文
化
ホ
ー
ル
・
中
央
公
民
館
」
と

12
月
に
「
十
日
町
市
ま
ち
な
か
ス
テ

ー
ジ
立
体
駐
車
場
」が
オ
ー
プ
ン
し
、

中
心
市
街
地
に
賑
わ
い
が
戻
り
つ
つ

あ
り
ま
す
。
当
所
で
は
、
十
日
町
市

や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
ぎ
わ
い
と
連
携
を

深
め
、
中
心
市
街
地
に
更
な
る
賑
わ

い
を
取
り
戻
し
、
活
気
あ
る
ま
ち
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
２
０
２
０
年
の
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に

向
け
、「
火
焔
型
土
器
」
や
「
縄
文

文
化
」、「
雪
国
文
化
」
等
地
域
固
有

の
資
源
を
特
産
品
・
観
光
開
発
へ
結

び
つ
け
る
た
め
、
様
々
な
事
業
に
取

り
組
む
と
と
も
に
、
縄
文
期
の
国
宝

を
所
有
す
る
５
市
町
の
商
工
会
議

所
・
商
工
会
と
更
な
る
連
携
を
深
め
、

Ｗ
Ｅ
Ｂ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
縄
文

文
化
等
の
発
信
を
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
７
月
か
ら
「
越
後
妻

有
ア
ー
ト
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
２
０
１

８
」
が
開
催
さ
れ
、
多
く
の
来
訪
者

が
当
市
を
訪
れ
ま
す
。
特
に
、
近
年

増
加
し
て
い
る
外
国
人
旅
行
者
に
対

応
す
る
た
め
、
行
政
を
は
じ
め
関
係

団
体
と
連
携
し
な
が
ら
、
飲
食
や
宿

泊
業
者
等
が
行
う
受
け
入
れ
態
勢
づ

く
り
の
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
コ

モ
市
と
の
姉
妹
都
市
間
の
国
際
交
流

促
進
や
東
京
五
輪
に
向
け
ク
ロ
ア
チ

ア
の
サ
ッ
カ
ー
競
技
等
の
キ
ャ
ン
プ

地
誘
致
や
塩
之
又
レ
ス
リ
ン
グ
道
場

を
通
じ
世
界
へ
の
情
報
発
信
に
つ
い

て
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
本
年
が
皆
様
に
と
り
ま

し
て
素
晴
ら
し
い
一
年
と
な
り
ま
す

こ
と
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
と
と

も
に
、「
商
工
業
者
や
地
域
か
ら
信

頼
さ
れ
る
商
工
会
議
所
」
を
目
指
し

て
、
精
一
杯
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す

の
で
当
所
へ
の
一
層
の
ご
支
援
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご

あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

十
日
町
商
工
会
議
所

会
頭

丸
山
秀
二

丸
山
秀
二

十
日
町
商
工
会
議
所

会
頭

丸
山
秀
二

丸
山
秀
二
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十日町市子 750 番地
TEL 025-752-5559
FAX 025-757-5477

お車の見積りは
ビジネスリースをお薦めします
お車の見積りは
ビジネスリースをお薦めします

事業主の
皆さま

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

平
成
30
年
の
新
春
を
迎
え
、
謹
ん

で
お
喜
び
申
し
あ
げ
ま
す
。

  

日
本
商
工
会
議
所
会
頭
と
し
て
５

回
目
の
新
年
を
迎
え
ま
し
た
。
各
地

商
工
会
議
所
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
日
頃
か
ら
当
所
事
業
に
一
方

な
ら
ぬ
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
、

年
頭
に
あ
た
り
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ

ま
す
。

  

さ
て
、
西
暦
で
下
一
桁
が
７
の
年

は
、
過
去
に
金
融
に
関
わ
る
大
き
な

危
機
が
訪
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た

が
、
昨
年
の
世
界
経
済
は
、
米
国
経

済
が
堅
調
に
推
移
し
、
欧
州
も
緩
や

か
に
回
復
、
中
国
で
は
高
成
長
か
ら

安
定
成
長
へ
と
軟
着
陸
に
向
か
っ
て

お
り
、
全
体
的
に
当
初
の
予
想
を
上

回
る
安
定
し
た
動
き
と
な
り
ま
し
た
。

わ
が
国
経
済
も
、
潜
在
成
長
率
が
回

復
し
た
と
は
い
え
ま
だ
１
％
程
度
の

実
力
の
割
に
は
健
闘
し
ま
し
た
。
し

か
し
持
続
的
な
成
長
に
向
け
て
構
造

改
革
の
推
進
と
サ
プ
ラ
イ
サ
イ
ド
政

策
の
実
行
が
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。

  

一
方
で
、
企
業
を
取
り
巻
く
環
境

は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
11
の
大
筋
合
意
や
世
界

の
貿
易
量
の
急
速
な
回
復
な
ど
明
る

い
話
題
が
あ
る
も
の
の
、
北
朝
鮮
問

題
、
米
国
の
保
護
主
義
的
な
政
策
、

Ｂ
Ｒ
Ｅ
Ｘ
Ｉ
Ｔ
の
動
き
な
ど
、
先
行

き
の
不
透
明
感
も
大
き
く
な
っ
て
お

り
ま
す
。
日
本
国
内
で
は
、
人
手
不

足
の
顕
在
化
が
、
賃
金
の
上
昇
に
も

影
響
を
及
ぼ
し
、
ま
た
、
多
く
の
中

小
企
業
に
お
け
る
経
営
者
の
高
齢
化
、

地
方
経
済
の
疲
弊
な
ど
、
経
営
者
の

悩
み
は
尽
き
な
か
っ
た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

  

こ
の
よ
う
に
不
確
実
な
こ
と
が
多

く
、
変
化
の
ス
ピ
ー
ド
が
速
い
時
代

の
中
で
は
、
民
間
企
業
の
経
営
者
の

役
割
が
ま
す
ま
す
重
要
と
な
っ
て
お

り
、
各
々
の
経
営
者
が
「
企
業
は
何

の
た
め
に
、誰
の
た
め
に
あ
る
の
か
」

を
考
え
、
そ
の
中
で
具
体
的
に
ど
う

行
動
す
る
べ
き
か
が
問
わ
れ
て
い
ま

す
。
今
年
は
明
治
維
新
か
ら
１
５
０

年
、
ま
た
、
東
京
、
大
阪
、
神
戸
の

三
つ
の
商
工
会
議
所
が
設
立
１
４
０

周
年
を
迎
え
る
年
で
も
あ
り
、
自
ら

の
企
業
経
営
の
あ
り
方
を
振
り
返
る

好
機
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

  

日
本
の
資
本
主
義
と
民
間
企
業
の

発
展
に
多
大
な
貢
献
を
果
た
し
た
渋

沢
栄
一
翁
は
、「
論
語
と
算
盤
」
を

著
し
、「
道
徳
経
済
合
一
説
」
と
い

う
理
念
の
中
で
倫
理
と
利
益
の
両
立

を
掲
げ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
理
念
は

商
工
会
議
所
の
精
神
的
な
支
柱
と
し

て
、
現
代
に
受
け
継
が
れ
て
お
り
ま

す
。
経
営
者
の
皆
様
に
は
、
是
非
と

も
渋
沢
翁
の
理
念
を
自
ら
の
経
営
に

ど
う
活
か
す
の
か
、
改
め
て
考
え
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

  

さ
て
、
大
き
な
時
代
の
変
化
の
中

で
、
平
成
30
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

わ
れ
わ
れ
商
工
会
議
所
が
取
り
組
む

べ
き
課
題
は
山
積
し
て
お
り
ま
す
が
、

私
と
い
た
し
ま
し
て
は
、「
中
小
企

業
の
課
題
解
決
が
日
本
経
済
の
成
長

に
直
結
す
る
も
の
で
あ
る
」
と
の
信

念
の
も
と
、
以
下
の
よ
う
な
課
題
に

重
点
を
お
い
て
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

１
点
目
は
、「
人
手
不
足
の
克
服
」

で
す
。
深
刻
化
す
る
人
手
不
足
は
、

特
に
中
小
企
業
で
顕
著
で
あ
り
、
お

よ
そ
６
割
の
企
業
が
人
手
不
足
を
訴

え
、
こ
の
先
も
ま
す
ま
す
深
刻
化
す

る
こ
と
が
確
実
で
す
。
わ
が
国
に
お

け
る
人
手
不
足
解
消
の
た
め
に
は
、

女
性
、
高
齢
者
、
外
国
人
な
ど
の
多

様
な
人
材
の
活
用
と
と
も
に
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
な
ど
を
活
用
し
た
生
産
性
の
向
上

が
不
可
欠
で
す
。
商
工
会
議
所
と
し

て
は
、
会
員
企
業
へ
の
支
援
に
必
要

な
施
策
を
政
府
の
各
種
会
議
な
ど
で

要
請
し
て
い
く
と
と
も
に
、
支
援
事

業
の
実
施
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

ま
た
外
国
人
材
の
さ
ら
な
る
活
用
に

つ
い
て
も
、
時
代
に
応
じ
た
抜
本
的

な
見
直
し
を
訴
え
て
い
く
所
存
で
す
。

  

２
点
目
は
、「
事
業
承
継
」
へ
の

取
り
組
み
で
す
。
昨
年
は
、
事
業
承

継
税
制
の
抜
本
拡
充
を
求
め
る
「
推

進
大
会
」
を
開
催
す
る
な
ど
、
全
国

の
商
工
会
議
所
の
総
力
を
挙
げ
て
、

政
府
・
与
党
へ
働
き
か
け
た
結
果
、

平
成
30
年
度
税
制
改
正
に
お
い
て
、

商
工
会
議
所
の
意
見
が
多
く
盛
り
込

ま
れ
た
形
で
、
事
業
承
継
税
制
の
抜

本
拡
充
が
実
現
し
ま
し
た
。
改
め
て

税
制
改
正
の
実
現
に
ご
協
力
い
た
だ

い
た
関
係
各
位
に
厚
く
御
礼
申
し
あ

げ
ま
す
。
中
小
企
業
の
事
業
承
継
は
、

単
な
る
相
続
の
問
題
で
は
な
く
、
世

代
交
代
に
よ
る
中
小
企
業
の
活
性
化
、

生
産
性
向
上
、
地
方
創
生
な
ど
、
わ

が
国
経
済
の
成
長
に
関
わ
る
大
変
重

要
な
課
題
で
あ
り
ま
す
。
今
後
５
年

間
で
団
塊
世
代
の
経
営
者
30
万
人
が

70
歳
に
到
達
す
る
「
大
事
業
承
継
時

代
」
を
迎
え
る
中
で
、
商
工
会
議
所

と
し
て
、事
業
承
継
税
制
を
は
じ
め
、

国
の
施
策
を
フ
ル
活
用
し
、
わ
が
国

経
済
を
支
え
る
中
小
企
業
の
円
滑
な

事
業
承
継
を
後
押
し
し
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
、
皆

様
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
あ
げ
ま
す
。

  

３
点
目
は
、「
地
方
創
生
」
へ
の

取
り
組
み
で
す
。
第
一
次
産
業
の
活

性
化
、
お
よ
び
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
み

な
ら
ず
国
内
観
光
を
含
め
た
観
光
振

興
に
よ
る
地
域
・
地
方
の
活
性
化
に

引
き
続
き
取
り
組
み
ま
す
。さ
ら
に
、

２
０
２
０
年
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
は
、
わ
が
国
の
魅
力
を

世
界
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
絶
好
の
機
会

で
あ
り
、
招
致
か
ら
続
け
て
き
た
大

会
成
功
に
向
け
て
の
取
り
組
み
は
、

商
工
会
議
所
の
使
命
の
一
つ
と
捉
え

て
お
り
ま
す
。
加
え
て
、
大
阪
・
関

西
に
お
け
る
２
０
２
５
年
国
際
博
覧

会
の
誘
致
も
強
力
に
進
め
て
い
く
こ

と
が
重
要
で
あ
り
ま
す
。

　

平
成
30
年
は
、
上
述
の
課
題
を
解

決
・
克
服
し
て
い
く
た
め
の
１
年
に

し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。「
未

来
を
拓
く
商
工
会
議
所
」
と
し
て
、

日
本
商
工
会
議
所
で
は
、
全
国
５
１

５
商
工
会
議
所
、
青
年
部
、
女
性
会

な
ど
と
の
連
携
を
さ
ら
に
強
化
し
、

企
業
、
地
域
、
ひ
い
て
は
日
本
経
済

の
持
続
成
長
の
実
現
に
向
け
て
全
力

で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

会
頭

年
頭
所
感

日
本
商
工
会
議
所

三
村
明
夫

三
村
明
夫
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変 更 前 変 更 後

事業完了
期 限

平成30年（2018
年）１月31日ま
でに事業完了

平成31年（2019
年）９月30日ま
でに事業完了

申請受付
期 限

平成30年（2018
年）１月31日ま
でに申請書提出
※ただし、B-1

型は、平成30
年１月31日ま
でに事業完了
報告書を提出

（調整中）
※事業完了期限

に合わせて設
定することと
しており、具
体的な時期に
ついては、後
日、公表され
ます。

　当所では、地域の商工業者の皆さまの意見を集約するため、全８部会において常任委員会を開催
し、次のとおり要望書を取りまとめ、十日町市に提出しました。
　今後も皆様の声を反映すべく、行政などの施策に対して提言・要望活動を行ってまいります。

１．商業対策について
　⑴十日町市プレミアム商品券の継続支援について
　⑵空き店舗等対策事業の継続実施について
２．織物産業対策について
　⑴「十日町織物産地特別招待会補助金」の確保について
　⑵「十日町織物販路拡大事業（東京地区）」への支援に

ついて
３．工業対策について
　⑴下水道料金の軽減について
　⑵「ものづくり企業等ＬＥＤ設置促進事業」の継続実施

について
　⑶除雪経費の削減につながるような多面的な企業支援制

度の創設並びに深井戸規制の緩和について
４．建設・建築業対策について
　⑴国・県発注公共工事並びに十日町市発注の公共工事の

地元発注について
　⑵「住宅リフォーム補助事業」の継続実施について

　⑶「克雪すまいづくり支援事業」の継続実施について
　⑷除雪体制について
　⑸「ふるさとの木で家づくり事業」の継続実施について
　⑹公共工事の平準化等について
５．観光対策について 
　⑴外国人観光客の受け入れ体制の整備について
　⑵広域での観光イベントの連携や調整について
６．産業全般について
　⑴「まちの産業発見塾」開催の支援について
　⑵子育て世代の就労環境整備に対する支援について
　⑶企業立地の促進等による産業集積への支援について
７．産業の発展を支える社会資本整備について
　⑴上越魚沼地域振興快速道路の整備促進について
　⑵ほくほく線の利便性確保について
　⑶飯山線沿線の観光振興と利便性の向上について
８．東日本旅客鉄道株式会社信濃川発電所業務改善事務所

の存続について

　当所では、下記の日程で年末調整相談会を開催します。お気軽にご参加く
ださい。

①昨年度（平成28年分）及び今年度（平成29年分）の年末調整資料一式
②今年度１月～６月分の源泉所得税等の納付書の控え
③ご印鑑
④事業主の方のマイナンバーに係る番号確認書類等
　◦マイナンバーカードをお持ちの方→カード表面と裏面のコピー
　◦マイナンバーカードをお持ちでない方→通知カードと身元確認
　　書類（運転免許証、パスポート等）のコピー

納期の特例の承認を受けている方
の源泉所得税等の納付期限は、

期　日 時　　間 会　　場

１月９日㈫
午前９時00分～12時00分 十日町商工会議所２階

多目的ホール午後１時00分～４時00分
１月10日㈬ 午後１時30分～３時30分 川治公民館１階　研修室
１月11日㈭ 午後１時30分～３時30分 下条公民館２階　小会議室

消費税軽減税率対策
補助金の事業完了期限が

延長されました。
●変更内容

当
日
ご
持
参
　
　
　

　
　
い
た
だ
く
も
の

平成３０年１月２２日㈪です。

無料

平成30年度 十日町市の産業振興施策に対する要望（内容）

年末調整　個別相談会のご案内
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健
康
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス

十
日
町
地
域
産
業
保
健
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

働く人の生活改善
「血清脂質管理に
ついて」

50人未満の事業場の皆さん！
登録産業医・保健師が無料で対応します

十日町市本町2丁目226番地1　十日町市中魚沼郡医師会事務所内

①検診結果についての医師からの意見聴取
②健康相談・メンタル相談
③長時間労働者・高ストレス者に対する面接指導
④個別訪問による産業保健指導

皆さまの健康増進のおてつだいをします。

一般社団法人　新潟県労働衛生医学協会

十日町検診センター
〒948-0057  十日町市春日113番地
 TEL（025）752-6196  FAX（025）757-4447
 http://www.niwell.or.jp

特定健診
特定保健
指導

がん検診
事業所
健診 人間ドック

　

50
年
以
上
前
か
ら
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

と
動
脈
硬
化
の
関
係
は
指
摘
さ
れ
て
い

ま
す
。
動
脈
硬
化
進
行
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

の
解
明
や
画
期
的
な
治
療
薬
の
開
発
が

進
ん
で
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
健
康
診

断
結
果
が
積
極
的
な
治
療
に
結
び
つ
い

て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。
優
性
遺
伝

で
５
０
０
人
に
１
人
の
割
合
で
認
め
ら

れ
る
家
族
性
高
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
患
者

さ
ん
に
つ
い
て
は
、
な
ん
と
全
体
の
１

％
未
満
し
か
診
断
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

血
清
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
高
く
て
も
す

ぐ
に
自
覚
症
状
に
あ
ら
わ
れ
な
い
こ
と

が
、
積
極
的
な
治
療
へ
の
ハ
ー
ド
ル
に

な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
し
か
し

人
生
70
年
も
な
か
っ
た
昭
和
の
初
期
な

ら
い
ざ
知
ら
ず
、健
康
寿
命
が
延
伸
し
、

人
生
90
年
が
珍
し
く
な
い
現
代
で
は
、

健
康
的
な
老
後
の
た
め
に
も
20
代
か
ら

で
も
き
ち
ん
と
し
た
血
清
脂
質
管
理
が

必
要
で
す
。
健
診
で
特
に
注
目
す
べ
き

は
、
悪
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
（
Ｌ
Ｄ
Ｌ

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
）と
中
性
脂
肪
で
す
。

　

最
新
の
動
脈
硬
化
性
疾
患
予
防
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
で
は
、
動
脈
硬
化
の
絶
対
的

な
リ
ス
ク
を
明
確
に
う
た
っ
て
い
ま

す
。
細
か
い
リ
ス
ク
計
算
は
医
師
に
任

せ
る
と
し
て
、
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
が
１
２
０
以
上
で
40
歳
以
上
の
男
性

で
は
、
喫
煙
習
慣
、
高
血
圧
、
糖
尿
病
、

低
Ｈ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
血
症
、
心

臓
病
の
家
系
の
う
ち
１
つ
以
上
あ
れ
ば

中
リ
ス
ク
、
２
つ
以
上
で
高
リ
ス
ク
に

該
当
し
ま
す
。
今
ま
で
病
気
を
し
た
こ

と
が
な
い
ひ
と
で
も
、
も
う
一
度
健
康

診
断
結
果
を
見
直
し
て
、
中
も
し
く
は

高
リ
ス
ク
に
該
当
す
る
ひ
と
は
今
す
ぐ

生
活
習
慣
の
改
善
を
始
め
ま
し
ょ
う
。

生
活
習
慣
改
善
の
ポ
イ
ン
ト
は

①
禁
煙
、
受
動
喫
煙
の
回
避

②
過
食
と
運
動
不
足
を
避
け
て
適
正
体

重
を
め
ざ
す
（
男
性
は
24
才
頃
の
体

重
が
ベ
ス
ト
）

③
動
物
性
脂
肪
の
大
量
摂
取
を
避
け
る

（
１
日
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
は
２
０
０

㎎
以
下
）

④
魚
、
緑
黄
色
野
菜
、
海
藻
、
大
豆
製

品
、
玄
米
な
ど
の
摂
取
量
を
増
や
す

⑤
糖
質
の
少
な
い
果
物
の
摂
取
（
グ
レ

ー
プ
フ
ル
ー
ツ
、キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
）

⑥
適
正
な
飲
酒
量
（
ア
ル
コ
ー
ル
に
し

て
25
ｇ
／
日
以
下
）

⑦
１
日
30
分
以
上
の
有
酸
素
運
動
を
少

な
く
と
も
週
３
回
を
目
標
に

　

こ
れ
ら
の
ポ
イ
ン
ト
は
高
血
圧
、
糖

尿
病
の
病
態
改
善
に
も
有
用
で
す
。

　

中
性
脂
肪
に
つ
い
て
で
す
が
、
お
酒

が
好
き
で
ウ
エ
ス
ト
サ
イ
ズ
が
気
に
な

る
男
性
で
中
性
脂
肪
が
高
い
ひ
と
が
多

い
か
と
思
い
ま
す
。
中
性
脂
肪
は
食
事

で
吸
収
さ
れ
た
糖
質
か
ら
、
小
腸
、
肝

臓
で
合
成
さ
れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て

の
脂
質
で
す
。
食
事
で
の
炭
水
化
物
や

ア
ル
コ
ー
ル
の
過
剰
が
原
因
と
し
て
上

昇
し
ま
す
。
悪
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
ほ

ど
動
脈
硬
化
へ
の
影
響
は
強
く
な
い
の

で
す
が
、
中
性
脂
肪
が
上
昇
す
る
背
景

に
は
、
悪
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
質
的

変
化
に
よ
る
、
超
悪
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
の
存
在
や
、
Ｈ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
（
善
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
）
の
低
値

と
い
っ
た
病
態
が
隠
れ
て
い
る
こ
と
も

あ
り
、
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
と
あ

わ
せ
て
の
管
理
が
大
切
で
す
。
特
に
飲

酒
が
大
き
く
影
響
し
ま
す
が
、
コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
の
場
合
と
同
様
の
生
活
習
慣

の
改
善
が
推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

動
脈
硬
化
性
疾
患
は
症
状
が
出
る
前

の
予
防
が
一
番
効
果
的
で
、
経
済
的
負

担
も
軽
く
な
り
ま
す
。
予
防
を
始
め
る

の
は
今
で
す
。

　
日
本
人
の
死
因
の
約
24
％

は
心
疾
患
・
脳
血
管
疾
患
で
、

い
ず
れ
も
動
脈
硬
化
が
大
き

く
影
響
し
ま
す
。こ
の
動
脈
硬

化
を
悪
化
さ
せ
る
要
因
は
、
脂

質
異
常
症
な
ど
の
生
活
習
慣

病
で
、
自
覚
症
状
が
な
い
ま
ま

進
行
す
る
と
い

わ
れ
て
い
ま

す
。

　
健
康
を
維
持

す
る
た
め
に

は
、
健
康
診
断

を
受
診
し
、
異

常
が
あ
っ
た
ら

判
定
に
従
っ
た

生
活
習
慣
改

善
、
経
過
（
追

跡
）検
査
、精
密

検
査
を
受
け
、

必
要
な
治
療
を
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

　
ご
自
身
の
健
康
状
態
を
客

観
的
に
知
る
こ
と
が
で
き
る

機
会
が
健
康
診
断
で
す
。健
康

診
断
結
果
を
活
か
し
て
健
康

づ
く
り
に
つ
な
げ
ま
し
ょ
う
。

健
診
結
果
を

活
か
し
て

健
康
づ
く
り

一
般
社
団
法
人 

新
潟
県
労
働
衛
生
医
学
協
会

　
　 
保
健
師
　
源
氏
　
富
貴
子

十日町検診センターの
健康コラム

十日町検診センターの
健康コラム
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土
竜生ビール

１杯無料券

・本券１枚につき、生ビール中ジョッキ１杯

　を無料とさせていただきます。

・本券のみのご利用はご遠慮ください。

・お１人様１枚までのご利用とさせていただきます。

・本件はご注文の際にご提示ください。

有効期間：平成30年１月中

カラー複合機の
ご用命は
アフターサービス
万全の当社へ
お任せ下さい。

カラー複合機の
ご用命は
アフターサービス
万全の当社へ
お任せ下さい。

　

樋
口
さ
ん
は
、
高
校
を
卒
業
後
、

東
京
の
調
理
専
門
学
校
に
進
学
し
ま

し
た
。
幼
い
頃
か
ら
お
父
さ
ん
が
よ

く
料
理
を
さ
れ
て
い
た
影
響
で
、
学

生
時
代
は
自
分
で
も
よ
く
料
理
を
し

て
い
た
そ
う
で
す
。
そ
の
た
め
自
然

と
料
理
の
道
へ
歩
む
こ
と
を
決
心
し

ま
し
た
。

　

専
門
学
校
卒
業
後
は
、
子
供
の
頃

横
浜
中
華
街
で
食
べ
た
中
華
料
理
が

忘
れ
ら
れ
ず
中
華
の
道
へ
進
み
ま
し

た
。
中
華
料
理
店
で
６
年
間
修
業
し

た
後
は
、
和
洋
中
を
取
り
扱
っ
て
い

る
日
本
橋
の
お
店
で
勤
務
し
、
そ
こ

で
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
料
理
を
修
行
し

て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
30
歳
ま
で
に
は
地
元
で

自
分
の
お
店
を
持
ち
た
い
と
い
う
夢

も
あ
り
、
十
日
町
へ
Ｕ
タ
ー
ン
し
ま

し
た
。
市
内
飲
食
店
で
勤
務
し
て
い

る
と
、
知
人
か
ら
「
ラ
ー
メ
ン
店
を

開
く
か
ら
一
緒
に
や
ら
な
い
か
」
と

い
う
誘
い
を
受
け
、
平
成
26
年
５
月

に
知
人
と
一
緒
に
土
竜
を
オ
ー
プ
ン

　

今
月
は
「
土
竜
Ｍ
Ｏ
Ｇ
Ｕ
Ｒ
Ａ
」

店
主
の
樋
口
正
大
さ
ん
に
お
話
を
伺

い
ま
し
た
。

し
ま
し
た
。
当
初
は
知
人
が
オ
ー
ナ

ー
で
し
た
が
、
今
年
１
月
、
正
式
に

お
店
を
譲
り
受
け
、
念
願
だ
っ
た
自

分
の
店
を
持
つ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

土
竜
の
ラ
ー
メ
ン
の
中
で
特
に
お

す
す
め
し
た
い
の
が
、
本
場
の
中
華

料
理
を
修
行
し
て
き
た
樋
口
さ
ん
な

ら
で
は
の
「
麻
婆
麺
」
で
す
。
市
外

か
ら
も
そ
の
「
麻
婆
麺
」
を
求
め
て

お
客
さ
ん
が
来
て
く
だ
さ
る
ほ
ど
お

い
し
い
ラ
ー
メ
ン
で
す
。
ま
だ
食
べ

た
こ
と
が
な
い
方
は
、
是
非
召
し
上

が
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
麻
婆
の
痺

れ
る
辛
さ
が
癖
に
な
る
こ
と
間
違
い

な
し
。

　

ま
た
土
竜
で
は
、
夜
、
居
酒
屋
メ

ニ
ュ
ー
も
注
文
す
る
こ
と
が
出
来
ま

す
。
色
々
な
分
野
の
料
理
を
修
行
し

て
き
た
樋
口
さ
ん
で
す
の
で
和
洋
中

の
料
理
を
堪
能
で
き
ま
す
。
刺
身
は

も
ち
ろ
ん
、
洋
食
な
ど
も
提
供
可
能

と
の
こ
と
。
10
人
か
ら
貸
し
切
り
予

約
も
Ｏ
Ｋ
で
す
の
で
、
新
年
会
等
の

宴
会
を
行
う
こ
と
も
で
き
ま
す
。
座

席
が
20
席
ほ
ど
あ
り
ま
す
の
で
、
大

人
数
で
も
お
申
込
み
可
能
で
す
。

　

樋
口
さ
ん
は
当
所
青
年
部
に
も
加

入
し
た
り
、
地
元
雑
誌
へ
の
取
材
協

力
や
大
地
の
芸
術
祭
な
ど
地
元
へ
の

貢
献
も
大
事
に
さ
れ
て
い
ま
す
。「
自

分
の
商
売
は
も
ち
ろ
ん
大
切
だ
が
、

十
日
町
を
盛
り
上
げ
た
い
と
い
う
気

持
ち
も
強
い
。
十
日
町
の
魅
力
を
食

を
通
じ
て
発
信
し
て
行
き
た
い
」
と

お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
樋
口
さ
ん
か
ら
、
こ
の
記

事
を
ご
覧
い
た
だ
い
て
い
る
皆
様
へ

お
得
な
お
知
ら
せ
が
あ
り
ま
す
。
右

上
に
あ
る
サ
ー
ビ
ス
券
を
お
持
ち
い

た
だ
く
と
生
ビ
ー
ル
を
１
杯
サ
ー
ビ

ス
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。
麻
婆
麺
と

ビ
ー
ル
の
相
性
は
抜
群
で
す
。
麻
婆

の
辛
さ
で
ビ
ー
ル
も
進
む
こ
と
間
違

い
な
し
。
サ
ー
ビ
ス
期
間
は
１
月
中

と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
早
目

に
土
竜
へ
足
を
運
ん
で
み
て
く
だ
さ

い
。 

（
振
興
委
員　

樋
口
）

R117

★ 土竜

割烹まるすい
●

川治方面→●
勝又薬局

水月寺
●

いずみ
保育園
●

寿美恵●

明石交通●

←駅通り方面 ●智泉寺

●ラポート十日町

●十日町市市民交流センター
　分じろう

お店の外観

樋口正大さん

おススメ!!「麻婆麺」

土竜 ＭＯＧＵＲＡ
住　所：十日町市西寺町3-1
電　話：761-7002
定休日： 水曜日
営業時間：
　　　　昼11:00～14:00
　　　　夜17:00～22:00
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十日町商工会議所

年末年始の業務日
について

11月

会
議
所
事
業
活
動
報
告

１
日
・
商
業
部
会
／
常
任
委
員
会

　
　

・
諸
業
部
会
／
常
任
委
員
会

　
　

・
北
陸
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
相
談
所
長
会
議

　
　
　
（
～
２
日
）

　
　

・
青
年
部
／
市
長
と
青
年
経
済
人
の
集
い

２
０
１
７

２
日
・
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
／
会
計
監
査

３
日
・
越
後
妻
有
文
化
ホ
ー
ル
・
十
日
町
市
中

央
公
民
館
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

並
び
に
開
館
記
念
式
典

６
日
・
第
５
回
マ
ル
経
審
査
会

　
　

・
職
員
研
修
会

　
　

・
ア
ネ
ッ
サ
21
／
11
月
例
会

７
日
・
魚
沼
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル
情
報
交
換
会

　
　

・
日
本
政
策
金
融
公
庫
／
相
談
会

　
　

・
六
日
町
社
会
保
険
委
員
大
会

　
　

・
第
69
回
十
日
町
雪
ま
つ
り
／
第
３
回
カ

ー
ニ
バ
ル
部
会

８
日
・
経
営
指
導
員
等
資
質
向
上
研
修
会

　
　

・
フ
ー
ド
メ
ッ
セ
に
い
が
た
２
０
１
７
視
察

　
　

・
自
動
車
共
済
／
代
理
所
共
済
担
当
者
事

務
研
修
会

　
　

・
青
年
部
／
11
月
役
員
会

９
日
・
全
国
商
工
会
議
所
観
光
振
興
大
会
２
０

１
７　

群
馬（
～
10
日
）

　
　

・
消
費
税
軽
減
税
率
制
度
説
明
会

10
日
・
新
潟
県
産
業
教
育
振
興
会
／
魚
沼
地

区
・
学
校
・
地
域
連
絡
会
議

　
　

・
青
年
部
／
新
潟
県
連
研
修
事
業

11
日
・
全
国
展
開
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
縄
文
モ
ニ
タ

ー
ツ
ア
ー（
～
12
日
）

13
日
・
労
働
保
険
事
務
組
合
／
事
務
担
当
職
員

研
修
会

　
　

・
夜
間
簿
記
講
習
会
／
閉
講
式

14
日
・
新
潟
県
信
用
保
証
協
会
／
相
談
会

　
　

・
新
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
導
入
推
進
協
議

会
／
第
２
回
会
議

　
　

・
新
潟
県
社
会
保
険
労
務
士
会
／
倫
理
研
修

15
日
・
日
商
各
種
委
員
会
・
常
議
員
会（
～
16
日
）

　
　

・
納
税
表
彰
式

　
　

・
N
P
O
に
ぎ
わ
い
／
理
事
会

16
日
・
第
69
回
十
日
町
雪
ま
つ
り
／
第
３
回
正

副
会
長
及
び
本
部
委
員
合
同
会
議

　
　

・
経
営
指
導
員
研
修
会（
財
務
支
援
コ
ー
ス
）

　
　

・
上
手
な
写
真
の
撮
り
方
・
活
か
し
方
セ

ミ
ナ
ー

　
　

・
年
末
調
整
説
明
会

　
　

・
青
年
部
／
11
月
例
会

17
日
・
山
形
県
長
井
市
も
の
づ
く
り
企
業
視
察

（
～
18
日
）

　
　

・
経
営
指
導
員
研
修
会（
財
務
支
援
コ
ー
ス
）

　
　

・
十
日
町
市
防
災
会
議

19
日
・
第
1
4
7
回
日
商
簿
記
検
定
試
験

　
　

・
青
年
部
／
肉
郷
コ
ン

20
日
・
日
本
政
策
金
融
公
庫
／
一
日
金
融
公
庫

相
談
会

　
　

・
中
魚
沼
郡
市
税
務
連
絡
協
議
会

21
日
・
正
副
会
頭
会
議

　
　

・
常
議
員
会

　
　

・
第
６
回
マ
ル
経
審
査
会

24
日
・
～
職
人
探
訪
～
き
も
の
Ｇ
Ｏ
Ｔ
Ｔ
Ａ
Ｋ

Ｕ
／
事
務
局
会
議

　
　

・
魚
沼
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル
事
務
所
訪
問
及

び
現
職
従
事
者
と
意
見
交
換

　
　

・
第
５
回
奥
信
越
ロ
マ
ン
レ
ー
ル
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
／
戦
略
会
議

　
　

・
第
69
回
十
日
町
雪
ま
つ
り
／
第
１
回
実

行
委
員
会
・
プ
レ
イ
ベ
ン
ト

25
日
・
国
道
２
５
３
号
八
箇
峠
道
路（
八
箇

I
C
～
野
田
I
C
間
）開
通
式

　
　

・
妻
有
ネ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム
／
最
新
Ｉ
Ｔ

利
活
用
セ
ミ
ナ
ー

26
日
・
第
39
回
福
祉
住
環
境
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
検
定
試
験

27
日
・
十
日
町
地
区
雇
用
協
議
会
／
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
運
用
講
習
会

　
　

・
縄
文
文
化
体
験
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
／
実

施
結
果
検
討
会
議

28
日
・
東
日
本
旅
客
鉄
道
㈱
信
濃
川
業
務
改
善

事
務
所
／
報
告
会

29
日
・
き
も
の
染
織
展
十
日
町
フ
ェ
ア
／
流
通

業
者
清
算
会

30
日
・
魚
沼
地
域
環
境
保
全
協
会
／
研
修
会

役立つ統計
I N FORMAT I ON

区分月 男 女 計 世 帯 数
10　　月 26,441 27,855 54,296 19,872
前年同月 26,966 28,406 55,372 19,959
 比（％） 98.1 98.1 98.1 99.6 

区　　分 乗 車 人 員 降 車 人 員
10　　月 23,694 25,419

前 年 同 月 23,797 23,285
増　　　減 ▲ 103 2,134

新　規　求　人　数 月 間 有 効 求 人 数 月 間 有 効 求 人 倍 率

合　 計
　

合　 計 全　 数 常　用
（パート含む）

常　用
（パート含む）

臨時・季節
（パート含む）

常　用
（パート含む）

臨時・季節
（パート含む）

10　　月 357 334 23 975 923 52 1.26 1.19
前 年 同 月 380 365 15 980 920 60 1.21 1.14
増 減 比 ％ ▲ 6.1 ▲ 8.5 53.3 ▲ 0.5 0.3 ▲ 13.3 0.05 0.05

●ハローワーク求人数� （単位：人）

●ほくほく線十日町駅乗降者数� （単位：人） ●建築確認申請状況� （単位：㎡）

●人　　口� （単位：人）

総　　　　　　数 工　　事　　種　　別
新　　築 増・改・移築

10　　月
件 数 延 面 積 件 数 延 面 積 件 数 延 面 積
10 1,282.33 5 874.48 5 407.85

前年同月 15 5,062.86 10 1,488.58 5 3,574.28
 比（％） 66.7 25.3 50.0 58.7 100.0 11.4

pp

新潟　信用保証 検　索

長岡支店／長岡市坂之上町２丁目１番地１（長岡商工会議所5F） ☎0258（35）5714

新潟県信用保証協会
中小企業とともに歩む身近なパートナー

小規模企業者専用のカードローン

ｍｉｎｉカード
創業者枠100万円 一般枠３００万円

～年内の通常業務は～

12月28日㈭まで
～新年の通常業務は～

１月４日㈭より

in
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おかげ様で創業
　　 20周年を迎えました

⑴企業型DC　⑵個人型DC（iDeCo）　⑶積立NISA（2018年スタート）
会社・社員にとって一番いいものを活用してください！

池 田   隆 CFP（日本FP協会会員）
中小企業診断士・DCプランナー2級（10月合格）

十日町市山本町１丁目
TEL757－2058

有限
会社サクセスプラン

㈲宮幸酒店 0120-39-2558
TEL025-752-2558

十日町市昭和町 1丁目　あさ 9:00～よる 8:00（日よう あさ 10:00～よる 7:00）

私たち自慢の地酒、
コンセイエ厳選のワイン、
鹿児島から仕入れてきた幻の焼酎。
おいしいお酒に出会うたび
お客様の笑顔が浮かびます。

み や　  こ う

青 年 部
コーナー

臨
時
総
会
・

望
年
会
を
開
催

　

十
日
町
商
工
会
議
所
青
年
部
（
柳

貴
幸
会
長
／
㈱
共
和
自
動
車
）
で

は
、
12
月
21
日
㈭
午
後
６
時
よ
り
ラ

ポ
ー
ト
十
日
町
に
お
い
て
臨
時
総
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
平
成
30
年
度
役

員（
案
）承
認
の
件
を
議
案
と
し
て
上

程
し
、
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し

た
。
承
認
さ
れ
た
平
成
30
年
度
の
主

な
役
員
は
別
掲
の
通
り
で
す
。

　

総
会
終
了
後
は
、
総
務
広
報
委
員

会
（
高
橋
正
也
／（
税
）杵
渕
会
計
事

務
所
十
日
町
事
務
所
）
の
担
当
に
よ

り
忘
年
会
・
望
年
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
今
回
は
Ｏ
Ｂ
の
方
々
も
お
招
き

し
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
和
太
鼓
な

ど
が
行
わ
れ
に
ぎ
や
か
な
雰
囲
気
で

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
来
年
度
、
青

年
部
は
設
立
20
周
年
を
迎
え
ま
す
。

周
年
事
業
に
向
け
、
現
役
会
員
と
Ｏ

Ｂ
の
方
々
と
の
交
流
を
深
め
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

平成30年度

十日町商工会議所青年部役員
（一部抜粋）

役職名 氏　名 事業所名

会 長 阿 部 貴 志 ㈲阿部康板金工業

直前会長 柳　 貴 幸 ㈱ 共 和 自 動 車

副 会 長

飯 塚 一 成 ㈱ イ イ キ

藤 巻 優 樹 ㈲エーデルワイス工芸社

児玉成一郎 児 玉 自 動 車

重 野 敦 志 ㈱大野屋重機建設

専務理事 服 部 和 雄 ㈲十日町パーツ

監 事
清 水　 仁 ㈱ 薬 の し み ず

中 山 貴 司 ㈱ 中 山 建 工

　研修委員会（藤巻優樹委員長／㈲エーデルワイス工芸
社）の担当により、11月27日㈪に企業見学事業を実施し
ました。
　今回の企業見学先は大塚製薬㈱高崎工場及び㈱
SUBARUビジターセンター・群馬製作所矢島工場の２
事業所を訪問させていただきました。
　日本を代表する巨大企業の企業理念、生産体制、品質管
理を学ぶことで、参加各々の資質向上並びに事業発展に
繋げられるきっ
かけづくりの場
となりました。
　今回、見学さ
せて頂いた大塚
製 薬 ㈱ 様、 ㈱
SUBARU様 あ
りがとうござい
ました。

観光サービス業部会

視察研修会を開催！
　当所観光サービス業部会の主催により、来年開催予定
の「－職人探訪－十日町きものGOTTAKU」と「大地
の芸術祭」に向けて、観光客受入前の事前学習を目的に、
12月４日㈪に株式会社きものブレイン（工場見学）、株
式会社桐屋（工場見学・
手描き友禅体験）及び越
後妻有文化ホール「段十
ろう」を訪問する視察研
修会を行いました。

株式会社SUBARUにて

挨拶する阿部貴志次年度会長

青年部 日帰り企業見学事業


